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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、「親になること」の今日的意義を明確にすること

であった。大学生を対象とした調査では、「親になること」に関してアンビバレントな態度が見

られた。その背景には個人化社会の影響があり、「親になること」は従来の養育に加えて「他者

との関係性への了解」としての学びの意義を持つ。「他者との関係性への了解」とは、社会的に

開かれた存在として「生命」と向き合い、「自己」に出会い、「他者と共に」生きることであり、

それを青年期のための次世代教育プログラムとする必要性を確認した。 
 
研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to clarify today's significance of 
“Parenthood.” An ambivalent attitude to concerning “Parenthood” was shown by the 
investigation of university students. Behind these results lying the effect of individualized 
society, there is significance to learn “Parenthood” as “understanding of the relationship 
with others” in addition to the conventional upbringing. “Understanding of the relationship 
with others” was for one as an open being into society to face “life,” to meet “the self,” and 
to live “with others,” and we confirmed the necessity of learning “understanding of the 
relationship with others” in the Next-Generation-Educational-Program for adolescents. 
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１．研究開始当初の背景 
 教育基本法の改正によって、家庭教育のい
っそうの充実が明記されるとともに、少子化

対策として子育て支援の充実が大きな政策
課題となっているが、出生率は低い値で推移
している。その背景には、社会変動に伴い個
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人にとって「親になること」に対する意味が
変容していることが、大きな要因として挙げ
られる。 
現在「親になること」は個人の問題として

合理的選択の対象になった。「親になること」
を選択しても、情報消費社会に対応するため
には「少子良育」が暗黙の良策とされ、親へ
の子育ての過剰な負担が、日本特有の「育児
不安」の現象を生み出している。 
この様な状況に対し、本学では地域共生セ

ンターにおいて、群馬県生涯学習課より委託
を受け、育児を支援してきた。一連の取り組
みの中で、「親になった」人を対象に子育て
支援を行うだけでなく、青年期に「親になる
こと」に対峙する教育の必要性に迫られた。 
それは、家庭や社会で何の役割を持たず、

子どもから大人への移行期である青年期の
位置づけが曖昧であることと無縁ではない。
自己と他者との関係性を基底に据え、青年期
のキャリア教育として「親になること」の意
味や価値を問い、どう自律的に生きるかを検
討することが緊急かつ重要な課題である。 

 
２．研究の目的 
（１）研究の理論的枠組みの構築を目的とし
て、「親になること」の意味や価値を形成し
ている要因を多角的に浮かび上がらせ、「親
になること」の今日的意義を明確にする。 
（２）理論的枠組みを踏まえ、青年期を対象
とした次世代教育プログラムを開発する。 

 
３．研究の方法 
（１）研究の理論的枠組みとしての「親にな
ること」の今日的意義を明確にするために、
以下の３点から考察を行う。 
①個人化社会の進展による「親になること」
への影響を文献から読み解き、教育的意義の
変容について明らかにする。 
②大学生を対象に「親になること」に関する
意識について質問紙調査およびインタビュ
ー調査を行い、実態を明らかにする。 
③自己と他者との関係性から「親になるこ
と」の意識調査を分析し、個人化社会の影響
を検討する。 
（２）理論的枠組を踏まえ、青年期を対象と
した次世代教育プログラムを開発し、学びの
効果についての検討を行う。 
（３）スウェーデンにおける青年期のケアと
社会教育システムを調査し、日本における青
年期の支援と教育方法について検討する。 
（４）青年期を対象とした日本の社会教育の
実態を明らかにし、次世代教育プログラムの
効果的な実施方法について検討する。 
 
４．研究成果 
（１）研究の理論的枠組みとしての「親にな
ること」の今日的意義の検討 

①青年期に「親になること」を学ぶ教育的意
義に関わる先行研究を整理し、以下の知見を
得た。「親になること」の教育は、まず、近
代家族を前提とした親性準備性の発達のた
めの教育として取り組まれてきた。この親性
準備性は「子どもの発達のための親としての
資質」である。その後、家族に対する個人や
社会の意識の変化から、親性を「親にとって
の子どもの存在意義」として捉え、親と子の
関係性の向上に関わる教育と支援の提供が
試みられている。このような「親になること」
の個人化は、家族の境界性や継続性、義務的
性格など、近代家族とは異なる新たな家族関
係への変化を受容し、パートナーシップと
「親になること」、さらには血縁関係と「親
になること」の一体性が自明なものではなく
なることを意味している。すなわち、個人化
には、「親になること」以前に、自己の生き
方として他者との親密な関係をどのように
結ぶかということを判断して選択すること
が内包されている。  
これらのことから、個人化に伴う「親にな

ること」に関わる教育には、これまで前提と
されてきた近代家族から新たな家族関係へ
の変化に対応し、自己の生き方としての意思
決定を支援することが必要である。その場合、
機能性、有用性を指向する社会によって捨象
されたからこそ希求される「他者との関係性
への了解」を再検討することが最も重要な課
題となる。特に、自己実現に結び付けられた
親密性やケア概念の問い直しが不可欠であ
る。同様の視点から、青年期の自律やキャリ
ア教育との関連を検討する必要がある。換言
すれば、青年期の「親になること」の問いは、
「生のポリティクス」として立ち現れる。「生
のポリティクス」は、リスクや不安定性が増
大する社会で「いかに生きるべきか」という
問題であり、「自己」を他者の有り様と関係
づけながらリフレクティブに構築していく
営みと連動している。 
そこで、本研究では親子を中心とする「他

者との関係性への了解」を「親になること」
と定義する。よって、「親になること」を学
ぶとは、個人の自律の在り様を再考し、親子
を中心とした他者との関係性を生きる意味
から捉え、おのずと他者へ配慮するような関
係を紡ぐための教育である。他者への配慮と
は交換関係に還元されない、「ケア」によっ
て立ち現われる贈与関係である。換言すれば、
「親になること」を学ぶとは、社会的に開か
れた存在として「生命」と向き合い「自己」
に出会い「他者と共に」生きることを学ぶこ
とである。ここでの「生命」とは、物質的生
命現象ではなく、人間の生から考える「生命」
である。 
②大学生を対象とした質問紙調査では、「親
になること」に関して、アンビバレントな態



度が見られた。これは「生のポリティクス」
としての苦悩である。具体的には、４つの論
点に整理できる。 
第１に、社会の個人化のプロセスに起因す

る、社会的意識／規範の二重性の問題である。
大学生は、結婚／子育てはこうあるべきとい
う「今日的な」社会的要請を知識として受け
入れながら、もう一方で結婚しなければ親に
なるべきではなく、仕事は男で子育ては女と
いう性別役割を全うしなければならないと
いう意識も持ち合わせ、それら二つの社会的
意識／規範の狭間を行き来するアンビバレ
ントな状態に置かれていることがわかった。
このことは、我々の社会が包含するアンビバ
レンスの写し鏡ともいえる。単に「今日的な」
家族や性別役割の在り様を知識として伝授
することにとどまるプログラムでは、「親に
なること」を支援することにはならない。 
第２に、個人化に伴う親に対する「子ども」

の位置づけの変化である。つまり、結婚・離
婚・子どもを持つことが個人の選択である一
方で、親に対する過剰な養育役割を求める社
会意識が浸透していることに関連する。自分
が将来親になるだろうと思いながら、その姿
を想像したり、自信を持ったりできないのは、
責任感があること、十分な経済力、子どもを
育てる力があること、十分な居住環境、社会
的な常識を持っていることなど、「親になる
ことの条件」を高く考え「完璧な親」を目指
していることが一つの要因である。これは、
「親になること」が選択可能性とともにリス
クであることを示している。これにより、「親
になることの条件」を子にとっての有用性か
ら強く意識するとともに、ケアにおける「他
者との関係性」の生成がより一層捨象され、
自律して生きることの意味を見出しにくく
させていると考えられる。つまり、「親にな
ること」は、他者との関係において交換関係
と贈与関係の統合が要求されるため、アンビ
バレントな態度として現れる。若者の「親に
なること」の困難さの一つは、自己実現に向
けて自己をコントロールしようとすると、
「完璧な親」として、わが子と不等価な贈与
を含め、交換関係を築かなければならないこ
とへの不安が増大することにある。 
第３に、産育意識の形成に起因する問題で

ある。具体的にイメージづけせずに質問する
と、子どもを「つくる」より「授かる」とす
るものが多く、質問によりイメージづけをす
ると、子どもを「授かる」より「つくる」と
意識する者が多かった。「つくる」意識は男
子より女子の方が高く、学年では上になると
より上昇する傾向を示した。加えて、「授か
る」意識低群の方が「親になることの条件」
意識が高く、「親になること」を難しいと捉
えている傾向を示した。 

一方で、子どもの人数を 80％の者が決める

ことができるとしつつも、子どもの性別の決
定を 70％あまりができないと考えており、性
別の人工化までは「つくる」の射程外とする
結果となっている。また、「授かる」意識は
一見保守的なものと考えられがちであるが
必ずしもそうではなく、妊娠・出産の経験者
を対象とした従来の先行研究が明らかにし
ているとおり、若者においても「授かる」と
「つくる」とが対局の意識ではないことが読
み取れた。 
出産観は「授かる」から「できる」、そし

て「つくる」へと歴史的に移行してきた。こ
れを個人化に伴う変化として捉えれば、子ど
もを「つくる」意識は、他者から切り離され
た自己として意識の現れであり、「自律―自
己決定」の主体を象徴している。しかし、「つ
くる」意識と「授かる」意識の混在は、「生
命」を物質的に操作可能と認識する一方で、
「生のポリティクス」の問題として「親にな
ること」をより困難にさせている。 
第４に、若者の時間的展望との関連である。

時間的展望のタイプによって、親になるつも
りがあるか(選択・意思)、親になる自分を想
像できるか(リアリティ)、親になる自信があ
るか(自己効力感)といった意識に差が見ら
れた。また、時間的展望のタイプの差異によ
って、「親になること」による変化、「親にな
ること」と職業の継続との関係、「親になる
ことの条件」にも差が見られた。 
高展望群（目標指向性、希望、現在の充実

感、過去の受容の 4 つの因子の得点が平均に
比べて高い）は、他の群に比べ有意に自らが
将来親になり、自己が変化することに対して
ポジティブな態度を有している。一方で、低
展望群（4 つの因子の得点が平均に比べて低
い）は、他の群に比べて「親になること」に
よって自己が変化するとは考えることはせ
ず、自らが将来「親になること」に対する意
識も低い。特徴的なのは、低展望群が他の群
に比べて「親になること」の条件を高く設定
していたことである。 
「親になること」に対しての時期や未熟さ

といった個的な側面が問題とされる一方で、
「晩婚化」や「少子化」といったかたちで、
「親になること」が社会的な側面として問題
にされる。未来に対してポジティブな展望を
抱くことが適応的であるとは一概には言え
ない現代において、「親になること」の問題
群を「どう生きるか」という視点から捉え直
す必要性を示唆している。 
③大学生を対象としたインタビュー調査か
ら、女子学生は「仕事による自己実現願望タ
イプ」と「伝統的な女性像願望タイプ」、男
子学生は「伝統的男性像願望タイプ」と「自
由性願望タイプ」に区分できた。家族関係が
良いと答えた人の場合は、結婚に対するイメ
ージはネガティブにはなっていなかった。親



が離婚状態か親の仲が悪いと答えた人は、結
婚することや親になることに対するイメー
ジはそれぞれ異なり、協力者の本人が親の夫
婦関係と自分への影響に関してどのように
意味づけするかによって、自分自身の結婚や
親になることへのイメージが異なっていた。
結婚する場合は、経済力が将来まで大丈夫と
いう確信が持てるようになったら結婚する
だろうという部分は共通していた。また「親
になること」に関しては、子育ては責任をも
って自分でしないといけないので、「自己犠
牲」が必要、「不安になる」、「産まない可能
性」などのことばが出ており、子どもを産ん
で育てることに対する負担感を抱いている。
一方で、「親からの愛情をたっぷりもらった
ので」「自由にさせてもらったから」など親
からよくされた分、自分も子どもに同じこと
をするという方向の語りもあり、親の子育て
をポジティブに意味づけている人の場合は、
自分が親になることに関してもポジティブ
になりやすい傾向がある。また、経済的安定
を条件とすることは、責任を持って育てる意
識の表れと同時に、子どもを経済的負担と考
え、自己実現や自由への犠牲感情を表してい
ることが示唆された。 
さらに、調査を通して、若者同士の関係性

において、平等であることを極度に求めるこ
とが、「親になること」の意思決定、意思表
明をしにくくさせていることが示唆された。 
「親になること」の問いは「他者への責任」

が衝突する場として立ち現れてくる。家族の
永続性が失われた時代だからこそ、自己の経
験を相対化できる学びの機会が必要である。
社会の個人化がどのような形で「親になるこ
と」の意識に影響を与えているのか、犠牲意
識や贈与意識（ケア）と「他者への責任」と
の関係に焦点を当てて考える必要がある。つ
まり、「親になること」の問いを通して、一
方的な自己犠牲ではなく、他者への応答性と
自己の「権利」や「平等」との関係に対して
理解を深める必要がある。 
以上のことから、青年期に親子を中心とし

た「他者との関係性への了解」を学ぶ教育的
意義を明らかにし、「生命」と向き合う、「自
己」に出会う、「他者と共に」生きる、とい
う 3つの視点から、次世代教育プログラムを
開発する必要性を確認した。 
（２）次世代教育プログラムの検討 
青年期を対象とした次世代教育プログラ

ムの一つとして、映画『アイ・アム・サム』
『私は 2 歳』の視聴から「親になること」に
ついての学びを全 6回で実施した。映画に描
き出される「こと」としての「親になること」
を教材とすることで、自己の育ちの経験に基
づく「親になること」の理解を相対化し、自
己の「生のポリティクス」として捉え直すこ
とができた。学びの有効性は次の 3 点にまと

められる。 
第 1 に、「親」や「子ども」が閉じて独立

して存在するのではなく、相互関係であると
いう気づきである。これにより、「親になる
こと」が自己の能力として求められるもので
ないこと、親も他者である子どもと共に変容
すること、子どもは単にケアされる存在では
なく、親を開かせる存在であることという新
たな視点が学生の中に生まれた。 
第 2 に、「親になること」が自己と対峙す

ることに他ならないという気づきである。
「親になること」は単に一つの「親になるか、
ならないか」というライフイベントの選択肢
ではなく、ケアするという多様な「親」の在
り方を通して、自己を生きるために他者と関
わる重要なプロセスとすることで、「親にな
ること」の位置づけの変化を可能にし、若者
の「生のポリティクス」としての問いに結び
つけられる。 
第 3 に、「親になること」が個人に閉じた

問題ではないことを、「こと」的世界を通し
て気づくことにより、ワークライフバランス
の問題や子育て支援への新たな視点を提供
する可能性がある。すなわち、子どもは育ち
を支援されるだけでなく、関わる者と贈与関
係を生成する「弱さの力」を持つとするなら
ば、親・子ども・支援者に新たな関係構築を
期待することができる。 
（３）スウェーデン Ungdomsmottagningenの
調査による検討 
長期的な展望に立った教育と支援の重要

性に対する示唆を得た。10代に入ったころか
ら、自律に向けた教育と身体的精神的成長の
支援を学校教育と連携しながら受けること
ができる環境が整っている。さらに、その子
どもが親になっても、同じ場所で同じスタッ
フの支援が続くことにより、様々な不安を取
り除き、有効な支援を受けることができる。
学校教育とは別に、若者が長期にわたり「自
己」や生き方と向き合いながら学べる場とな
りうるシステムを構築する必要がある。 
（４）次世代教育プログラムの内容および展
開方法について検討 

青年層を対象とする「親になるための準備
講座」に該当する事業を実施している群馬県
内の社会教育施設は無かった。その主な理由
は、ニーズがないということと、社会教育事
業として当該内容が想定されてこなかった
ことである。このことは、「親になること」
自体が公的な機会において「学習」対象とな
ってこなかったことを意味する。青年向けは
社会教育ではなく学校教育で実施可能との
認識があり、社会全体で青年を支える学びの
システムが機能していない。青年層を対象と
するプログラム開発を行うにあたっては、そ
の内容はもとより、実施主体、場所や時間、
広報など具体的な方策について、現状を踏ま



えた開発が求められる。そこで、次世代教育
プログラムとして、ニーズに即して多様な展
開に結びつくような内容と形式でプログラ
ムを構成し、ブックレットを出版し情報の発
信を行う。 
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